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田
中
よ
し
ゆ
き

議会報告
後援会ニュース

2018年12月号

№40

編集発行人

嘉麻市議会議員

田中 義幸
１
面

議
会
改
革
・
高
校
生
議
会

２
面

議
案
審
議

３
面

一
般
質
問
・
請
願
・
意
見
書

４
面

公
共
施
設
見
直
し
計
画

こ
の
議
会
報
告
書
は
政

務
活
動
費
を
一
切
使
っ

て
い
ま
せ
ん
。

ご
希
望
の
方
は
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
優
先
配
布

い
た
し
ま
す
。
（
無
料
）

議員報酬年額 65万4000円 アップ
賛成12 反対5で可決 市長等給与は凍結

２
０
１
８
年
12
月
18
日
採
決
が

行
わ
れ
、
議
員
報
酬
年
額
65
万
４

３
６
０
円
（
月
額
４
万
１
千
円
）

増
額
が
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
た
。

報
酬
等
審
議
会(
田
淵
千
恵
子
委

員
長
）
よ
り
、
定
数
が
18
名
か
ら

16
名
に
減
っ
て
予
算
が
確
保
さ
れ

た
か
ら
、
増
額
が
妥
当
と
い
う
答

申
が
出
さ
れ
て
い
た
。
２
０
１
９

年
５
月
１
日
か
ら
実
施
。

な
お
、
市
長
等
給
与
は
、
カ
ッ

ト
分
を
現
行
に
戻
す
よ
う
答
申
さ

れ
て
い
た
が
、
行
財
政
改
革
の
関

係
か
ら
32
年
末
ま
で
凍
結
す
る
議

案
は
可
決
し
た
。

賛
成
議
員

廣
方
悟
、
廣
瀬
公
彦
、

出
水
貴
之
、
新
井
聖
次
、
田
上
孝

樹
、
岩
永
利
勝
、
永
水
民
雄
、
中

村
春
夫
、
田
中
日
本
明
、
北
富
敬

三
、
坂
口
政
義

反
対
議
員

石
原
浩
二
、
中
嶋
廣

東
、
中
嶋
時
夫
、
田
中
義
幸
、
新

井
高
尾

反
対
討
論

田
中
義
幸
、
中
嶋
廣

東
、
中
嶋
時
夫
、
新
井
高
尾

賛
成
討
論

廣
瀬
公
彦

義
幸
討
論

議
員
定
数
を
18
か
ら

16
に
削
減
し
た
の
は
行
財
政
改
革

で
は
な
か
っ
た
か
。
浮
い
た
財
源

で
報
酬
ア
ッ
プ
す
る
の
は
、
市
民

を
欺
く
行
為
で
、
到
底
認
め
ら
れ

な
い
。
政
務
活
動
費
年
額
24
万
円
、

日
当
年
額
約
９
万
円
で
合
計
33
万

円
を
引
い
て
も
32
万
円
４
千
円
の

増
額
に
な
り
、
行
財
政
改
革
に
は

な
ら
な
い
。
ー
全
て
敬
称
略
ー

政
務
活
動
費
（
年
間
24
万
円
）

委
員
会
日
当
（
１
日
１
５
０
０
円
）

の
廃
止
案
が
、
委
員
会
提
出
議
案

と
し
て
出
さ
れ
全
会
一
致
で
可
決

し
た
。

義
幸
討
論

政
務
活
動
費
は
、
使
途
基
準
が

あ
い
ま
い
だ
。
市
民
の
批
判
が
多

い
制
度
で
、
８
年
間
廃
止
を
訴
え

て
き
た
。
今
回
は
、
議
員
報
酬
ア
ッ

プ
の
交
換
条
件
（
隠
れ
蓑
）
と
し

て
政
務
活
動
費
と
日
当
の
廃
止
を

提
案
し
て
い
る
。
本
来
政
務
活
動

費
と
報
酬
は
切
り
離
し
て
考
え
る

べ
き
で
あ
り
、
胸
中
複
雑
で
あ
る
。

コ
ラ
ム

委
員
会
提
出
議
案
と
は
、

議
会
側
が
出
す
議
案
。

12
月
19
日

県
立
稲
築
志
耕
館

高
校
生
徒
25
名
と
県
立
嘉
穂
総
合

高
校
嘉
麻
市
立
大
隈
城
山
校
生
徒

15
名(

傍
聴
者
含
む
）
に
よ
る
高

校
生
議
会
が
開
催
さ
れ
た
。

議
長
は
生
徒
２
名
が
交
代
で
務

め
、
稲
築
志
耕
館
生
徒
12
名
、
城

山
校
生
徒
４
名
が
質
問
通
告
に
従

い
一
般
質
問
を
し
た
。

持
ち
時
間
は
質
問
・
回
答
を
含

め
そ
れ
ぞ
れ
10
分
間
。

主
な
質
問
通
告
内
容

１
番
目

大
隈
城
山
校
生
２
名

・
日
祭
日
の
市
バ
ス
運
行

・
エ
ア
コ
ン
設
置

２
番
目

稲
築
志
耕
館
校
生
２
名

・
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
場
と
温

泉
施
設
の
建
設

３
番
目

大
隈
城
山
校
生
１
名

・
大
隈
小
学
校
体
育
館
存
続

・
企
業
誘
致

４
番
目

稲
築
志
耕
館
生
２
名

・
子
ど
も
食
堂

５
番
目

稲
築
志
耕
館
生
２
名

・
海
外
留
学
制
度

６
番
目

稲
築
志
耕
館
生
２
名

・
通
学
路
の
安
全
対
策

７
番
目

稲
築
志
耕
館
生
２
名

・
企
業
見
学
ツ
ア
ー

８
番
目

稲
築
志
耕
館
生
２
名

・
市
バ
ス
最
終
時
間
延
長

執
行
部
の
つ
ぶ
や
き

学
生
目
線
の
直
球
勝
負
で
、
良

い
質
問
が
多
か
っ
た
。

議長 副議長 議員

参
考
資
料

政務活動費

年額24万円
月
額

現行 391,000 348,000 329,000

改定 432,000 389,000 370,000 日当
1日1500円

×
年間60日
＝9万円

年
額

現行 6,240,360 5,554,080 5,250,840

改定 6,894,720 6,208,440 5,905,200

政
務
活
動
費
廃
止

議
案
審
議

学
生
目
線
で
行
政
を
質
す

志
耕
館
生
徒
12
名
、
城
山
校
生
徒
４
名
が
一
般
質
問

高
校
生
議
会



ー
賛
成
多
数
可
決
ー

３
８
１
万
円

口
春
の
た
め
池
を
ソ
ー
ラ
ー

事
業
者
に
売
却
す
る
が
、
部
落

有
財
産
協
定
に
よ
り
、
当
該
区

へ
売
却
相
当
額
を
支
払
う
。

１
４
５
９
万
４
千
円

荒
廃
し
た
森
林
の
調
査
と
間

伐
を
行
う
。
県
１
０
０
％
事
業
。

１
１
４
万
４
千
円

口
春
第
２
分
団
に
軽
バ
ン
車

両
が
配
備
さ
れ
た
の
で
、
車
庫

を
作
る
。

６
６
２
万
円

国
・
県
が
新
た
に
災
害
発
生

予
測
箇
所
を
見
直
し
た
た
め
、

防
災
マ
ッ
プ
を
作
り
直
す
。

７
１
９
万
５
千
円

牛
隈
地
区
の
バ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
を
建
設
す
る
た
め
に
、
設
計

管
理
業
務
を
委
託
す
る
。
な
お
、

国
道
に
接
し
て
い
る
関
係
で
県

土
事
務
所
や
嘉
麻
署
の
指
導
も

あ
り
、
完
成
時
期
は
２
０
１
９

年
10
月
頃
に
ず
れ
込
む
予
想
。

１
１
５
万
円

本
年
７
月
の
豪
雨
災
害
で
、

被
災
し
た
家
屋
の
災
害
ゴ
ミ
処

理
に
対
し
、
補
助
金
を
交
付
す

る
。
桑
野
地
区
・
嘉
穂
才
田
地

区
各
１
件
分
。

２
７
０
万
円

嘉
穂
地
区

集
、
中
益
、
江
星
、
芥
田
、
杉

坂
各
集
会
所
と
教
育
集
会
所
。

１
８
８
万
５
千
円

買
い
た
た
き
で
国
の
監
査
が

入
っ
た
件
で
、
過
年
度
分
を
社

会
福
祉
協
議
会
に
支
払
う
。

56
万
６
千
円

嘉
穂
保
育
所
の
幼
児
に
顔
慣

ら
し
を
す
る
た
め
、
民
営
化
先

の
保
育
士
を
事
前
に
派
遣
す
る

予
算
。

１
０
８
万
円

受
給
違
反
者
に
対
し
、
返
還

金
の
一
部
を
法
第
77
条
２
に
よ

り
徴
収
可
能
に
な
っ
た
。

・
ト
ラ
ク
タ
ー
・
ロ
ー
タ
リ
ー

導
入
補
助
金
１
名
分

２
９
５
万
５
千
円

・
被
災
し
た
施
設
・
機
械
の
修

理
助
成
10
名
分３

３
１
８
万
１
千
円

・
廃
業
す
る
３
名
の
農
地
を
、

中
間
管
理
機
構
に
貸
付
る

42
万
４
千
円

・
地
域
の
農
地
を
中
間
管
理
機

構
に
貸
付
る

２
０
７
万
７
千
円

・
９
名
の
畜
産
家
の
疫
病
対
策

13
万
２
千
円

１
４
４
０
万
３
千
円

雇
用
拡
大
計
画
を
議
論
す
る

協
議
会
に
補
助
金
を
出
す
。

12
万
５
千
円

融
資
を
受
け
た
被
災
中
小
企

業
へ
、
利
子
補
給
す
る
。

４
６
９
万
円

本
年
度
は
、
47
世
帯(

う
ち

45
世
帯
が
市
外
転
入
）
に
交
付

し
て
い
る
が
、
こ
れ
を
76
世
帯

分
増
や
す
予
算
。

提
言

不
公
平
感
を
持
つ
市
内

の
若
者
も
い
る
。
他
の
自
治
体

が
こ
の
制
度
を
行
え
ば
、
若
者

が
転
出
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

１
０
６
万
円

大
隈
川
の
治
水
対
策
の
た
め

用
地
を
購
入
す
る
。
嘉
穂
中
益

７
２
８
万
円

枝
坂
・
桜
ケ
丘
線
道
路
が
被

災
し
た
た
め
、
排
水
管
敷
設
工

事
を
す
る
補
償
金
等

ー
全
会
一
致
可
決
ー

市
内
小
学
校
の
理
科
室
、
音

楽
室
、
図
工
室
、
家
庭
科
室
、

多
目
的
教
室
等
の
特
別
教
室
に

エ
ア
コ
ン
を
設
置
す
る
。

８
９
６
万
４
千
円

市
内
中
学
校
の
特
別
教
室
に

エ
ア
コ
ン
を
設
置
す
る
。
２
０

１
９
年
夏
こ
ろ
完
了
予
定
。

８
１
０
万
円

人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
給
与

改
定
。
一
部
本
年
４
月
適
用
。

質

効
果
額
は
ど
う
な
る
。

答

平
均
０
・
５
％
の
ア
ッ
プ

で
若
年
者
を
優
遇
し
て
い
る
。

ー
全
会
一
致
可
決
ー

公
職
選
挙
法
の
改
正
で
選

挙
運
動
用
の
ビ
ラ
作
成
費
用
を

認
め
る
議
案
。

１
枚
７
円
51
銭
。
Ａ
４
サ
イ

ズ
４
０
０
０
枚
。
選
挙
期
間
中

の
発
行
で
、
事
前
審
査
が
必
要
。

ー
全
会
一
致
可
決
ー

嘉
穂
保
育
所
は
、
２
０
１
９

年
４
月
１
日
か
ら
社
会
福
祉
法

人
「
夢
創
」
が
経
営
す
る
。

土
地
は
無
償
貸
し
付
け
、
建

物
（
１
７
１
１
万
８
千
円
相
当
）

は
無
償
譲
渡
。ー

賛
成
多
数
可
決
ー

議
案

２
０
１
９
年
４
月
１
日

か
ら
３
年
間
サ
ル
ビ
ア
パ
ー
ク

の
指
定
管
理
者
と
し
て
、
公
益

財
団
法
人
嘉
麻
市
文
化
ス
ポ
ー

ツ
振
興
公
社
を
、
温
水
プ
ー
ル

ス
イ
ミ
ン
グ
プ
ラ
ザ
な
つ
き
の

指
定
管
理
者
と
し
て
、
福
岡
カ

ホ
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
を
指

名
す
る
。

募
集
内
容

両
施
設
と
も
公
募
。

そ
れ
ぞ
れ
１
社
の
み
の
応
募
。

ー
全
会
一
致
可
決
ー

ふ
く
お
か
県
央
環
境
施
設
組

合
は
、
現
在
飯
塚
市
、
嘉
麻
市

と
小
竹
町
で
構
成
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
れ
に
桂
川
町
が
加
わ
る

た
め
、
い
っ
た
ん
解
散
し
新
た

に
組
合
を
作
り
直
す
。

ー
賛
成
多
数
可
決
ー
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選
挙
ビ
ラ
公
費
負
担

嘉
穂
保
育
所
民
営
化

議

案

審

議

指

定

管

理

環

境

施

設

組

合

一
般
会
計
補
正
予
算

区
有
財
産
の
売
り
払
い

荒
廃
し
た
森
林
の
整
備

口
春
分
団
の
車
庫
建
設

防
災
マ
ッ
プ
作
成

総
合
バ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

災
害
ゴ
ミ
処
理

集
会
所
補
修

配
食
サ
ー
ビ
ス

生
活
保
護

農
林
振
興

雇
用
創
造
事
業

被
災
企
業
へ
の
支
援

大
隈
地
区
用
地
購
入

災
害
復
旧

転
入
者
応
援
交
付
金

７号

保
育
所
職
員
交
流

一
般
会
計
補
正
予
算

８号

給

与

改

定



質

太
陽
光
発
電
事
業
に
つ
い

て
、
環
境
省
は
、
平
成
30
年
９

月
に
環
境
影
響
評
価
の
方
針
を

出
し
た
。
特
に
地
元
住
民
へ
の

説
明
不
足
が
課
題
と
し
て
い
る
。

福
岡
市
、
由
布
市
で
は
条
例
で

規
制
を
し
て
い
る
。

嘉
麻
市
で
も
飯
田
自
治
会
と

家
族
の
健
康
と
命
を
守
る
会
か

ら
、
飯
田
地
区
に
予
定
さ
れ
て

い
る
太
陽
光
発
電
施
設
建
設
の

中
止
を
求
め
る
陳
情
書
が
出
さ

れ
て
い
る
。
事
業
規
制
に
つ
い

て
所
管
課
の
考
え
を
問
う
。

原
岡
環
境
課
長

国
は
平
成
29

年
３
月
に
Ｆ
Ｉ
Ｔ
法
を
改
正
し

事
業
計
画
策
定
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
定
め
た
。
電
気
事
業
者
は
適

切
な
事
業
運
営
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
規
制
に
つ
い
て
は
、

国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
検
証
し

協
議
す
る
。

赤
間
市
長

環
境
面
を
配
慮
し
、

地
域
住
民
と
の
共
生
が
図
ら
れ

る
よ
う
努
め
て
も
ら
い
た
い
。

条
例
制
定
は
、
研
究
す
る
。

質

嘉
穂
中
学
校
音
楽
講
師
が

覚
醒
剤
で
逮
捕
さ
れ
た
経
緯
を

問
う
。

大
森
学
校
教
育
課
参
事

飯
塚

署
に
逮
捕
さ
れ
容
疑
を
認
め
て

い
る
と
の
こ
と
で
、
懲
戒
解
雇

し
た
。
２
０
１
８
年
７
月
24
日

に
起
訴
さ
れ
、
９
月
18
日
に
懲

役
１
年
６
ヵ
月
執
行
猶
予
３
年

の
有
罪
判
決
が
確
定
し
て
い
る
。

質

生
徒
へ
の
影
響
は
ど
う
か
。

教
育
課
参
事

本
人
と
接
見
し

確
認
し
た
が
、
子
ど
も
た
ち
へ

の
関
与
は
な
か
っ
た
。

質

講
師
は
、
生
徒
と
保
護
者

の
信
頼
を
裏
切
っ
た
。
慕
っ
て

い
た
生
徒
も
い
た
の
で
は
な
い

か
。
精
神
的
ダ
メ
ー
ジ
が
計
り

知
れ
な
い
。

教
育
課
参
事

７
月
10
日
に
全

校
集
会
を
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
し
た
が
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

が
必
要
な
生
徒
は
い
な
か
っ
た
。

質

使
用
者
責
任
は
ど
う
す
る
。

教
育
課
参
事

同
校
校
長
に
口

頭
注
意
、
教
育
委
員
会
で
は
再

発
防
止
の
検
証
を
す
る
。

質

市
長
等
の
考
え
を
問
う
。

木
本
教
育
長

薬
物
乱
用
に
対

す
る
教
育
と
指
導
の
充
実
を
図

る
。

赤
間
市
長

教
育
委
員
会
の
取

組
を
支
援
し
て
い
く
。

質

鴨
生
地
区
の
消
防
格
納
庫

か
ら
入
っ
た
道
は
狭
隘
だ
。
平

成
３
年
に
中
央
線
か
ら
２
ｍ
下

が
っ
た
家
屋
が
２
軒
あ
る
が
、

他
は
で
き
て
い
な
い
。
消
防
格

納
庫
の
フ
ェ
ン
ス
も
違
反
状
態

だ
。
緊
急
車
両
が
入
れ
ず
、
道

路
を
管
理
す
る
市
は
ど
う
す
る
。

福
田
総
合
調
整
監

セ
ッ
ト
バ
ッ

ク
は
、
権
限
が
あ
る
県
に
要
請

す
る
。
消
防
格
納
庫
は
、
防
災

対
策
課
と
協
議
し
善
処
す
る
。

他
の
質
問

「
上
西
郷
の
用
水

路
、
下
牛
隈
の
道
路
・
橋
脚
の

改
善
」
「
職
員
の
労
働
管
理
に

つ
い
て
」
と
「
交
付
金
問
題
」

山
田
い
こ
い
の
家
「
白
雲
荘
」

の
存
続
に
関
す
る
請
願
書

ー
閉
会
中
継
続
審
査
ー

要
旨

２
０
１
８
年
４
月
１
日

付
で
国
会
に
お
い
て
種
子
法
が

廃
止
さ
れ
た
。
福
岡
県
に
種
子

法
に
代
わ
る
独
自
条
例
制
定
を

求
め
る
も
の
。ー

全
会
一
致
採
択
ー

国
に
対
し
て
認
知
症
基
本
法

制
定
、
支
援
体
制
・
就
労
継
続
、

社
会
参
加
が
で
き
る
環
境
整
備

そ
し
て
リ
ハ
ビ
リ
介
護
方
法
の

研
究
を
求
め
る
も
の
。

ー
全
会
一
致
採
択
ー

今
議
会
に
、
「
飯
田
自
治
会

１
９
０
名
」
と
「
家
庭
の
健
康

と
命
を
守
る
会
」
よ
り
、
飯
田

地
区
に
予
定
さ
れ
て
い
る
、
太

陽
光
発
電
施
設
建
設
の
中
止
を

求
め
る
陳
情
書
が
出
さ
れ
た
。

ー
議
場
配
布
ー

内

容

足
白
小
学
校
を
改
修

し
た
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
施
設
通
称

ｋ
ウ
オ
ー
ル
の
駐
車
場
の
こ
う

配
が
急
だ
っ
た
た
め
、
進
入
し

た
車
両
の
前
部
エ
プ
ロ
ン
部
分

を
破
損
し
た
。

賠
償
額

５
万
３
７
３
０
円

日

月

平
成
30
年
４
月
14
日

割

合

嘉
麻
市
１
０
０
％

採

決

全
会
一
致
承
認

内

容

稲
築
東
小
学
校
駐
車

場
で
、
教
育
委
員
会
の
ワ
ン
ボ
ッ

ク
ス
カ
ー
が
相
手
方
車
両
後
部

に
接
触
し
た
。

賠
償
額

15
万
７
８
１
６
円

日

月

平
成
30
年
10
月
14
日

割

合

嘉
麻
市
１
０
０
％
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3

地
域
雇
用
創
造
計
画

事
業
概
要

食
品
業
分
野
、
観
光
分
野

を
重
点
に
す
る
。
地
域
産
品

を
活
か
し
た
特
産
品
や
レ
シ

ピ
開
発
、
自
然
を
活
か
し
た

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
開
発
等
を
促

進
し
、
人
材
育
成
と
雇
用
創

造
を
目
指
す
。

具
体
的
内
容

・
企
業
と
求
職
者
に
情
報
提

供
、
相
談
会
開
催

・
観
光
体
験
開
発
事
業

九
州
最
大
級
の
ボ
ル
ダ
リ

ン
グ
施
設
、
自
然
・
史
跡
・

観
光
地
点
等
を
活
用
し
た
ス

ロ
ー
ジ
ョ
ギ
ン
グ
等
の
運
動

と
、
食
や
体
験
に
よ
る
ツ
ア
ー

の
開
発
を
行
う
。

・
特
産
品
開
発
事
業

特
産
品
の
果
樹
等
を
活
用

し
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド

化
と
、
ス
イ
ー
ツ
等
の
レ
シ

ピ
開
発
を
目
指
す
。

効
果

２
０
２
０
年
末
ま
で

に
72
人
の
雇
用
創
出
目
標

予
算

１
億
５
４
３
万
円

雇
用
促
進
・
特
産
品
開
発
・
観
光
促
進
を
図
る

車
両
事
故
１

請
願
書
・
意
見
書

主
要
農
作
物
種
子
法
に
か

わ
る
福
岡
県
独
自
の
条
例

制
定
を
求
め
る
意
見
書

認

知

症

施

策

の

推
進
を
求
め
る
意
見
書

陳
情
書

よ
し
ゆ
き
の
一
般
質
問

太

陽

光

発

電

施

設

建

設

規

制

条

例

覚
せ
い
剤
使
用
と
啓
発

道
路
中
央
線
か
ら
２
ｍ

セ
ッ
ト
バ
ッ
ク

車
両
事
故
２
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4
分
類

施設名 方針 方向性
2016年度

利用人数
2014年度
対比 （％）

体
育
館

稲築体育館 用途廃止・解体 再活用 30,164 130

大隈体育館 用途廃止・解体 再活用 9,906 143

宮野体育館 用途廃止・解体 再活用 2,824 129

千手体育館 用途廃止・解体 再活用 2,607 93

泉河内体育館 用途廃止・解体 再活用 1,050 117

嘉穂総合体育館 維持・改修 48,568 122

サルビアパーク（体育館） 維持・改修 84,972 92

プ
ー
ル

旧稲築プール 解体 再活用 － －

旧嘉穂プール 解体 再活用 － －

山田いこいの家「白雲荘」プール 解体 再活用 － －

サルビアパーク内プール 用途変更 武道館に改修 43,059 82

温水プールスイミングプラザなつき 維持 95,012 113

武
道
館

旧嘉穂テニスコート 解体 再活用 － －

山田武道館 用途廃止・解体 一部機能移転 2,131 89

稲築武道館 維持・改修 10,885 101

山田弓道場 移設 135 53

野
球
場

山野運動公園内野球場 用途廃止・解体 再活用 9,649 94

碓井野球場 用途廃止・解体 再活用 7,435 68

嘉穂野球場 用途廃止・解体 再活用 7,901 59

稲築野球場 維持 8,529 97

山田野球場 維持 5,568 68

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
競
技
場
・
運
動
場

碓井グラウンド 用途廃止・解体 再活用 5,158 134

大隈グラウンド 用途廃止 再活用 2,832 159

宮野グラウンド 用途廃止 再活用 3,170 194

千手グラウンド 用途廃止 再活用 2,522 127

泉河内グラウンド 用途廃止 再活用 0 0

山田友愛グラウンド 維持 10,356 115

鴨生公園内運動場 維持 5,762 97

稲築町政40周年記念運動広場 維持 1,055 48

嘉穂総合運動公園嘉穂陸上競技場 維持 18,923 110

稲築運動場 維持 5,996 171

市
民
セ
ン
タ
ー
・
文
化
ホ
ー
ル

山田市民センター（大橋分館含む） 用途廃止・解体 再活用 7,572 90

上山田住民ホール(上山田分館含む 用途廃止・解体 再活用 3,567 79

なつき文化ホール 維持・改修 17,350 97

下山田小学校白馬ホール 維持 8,789 112

旧碓井青少年センター 解体 売却検討 － －

碓井母子健康センター 用途廃止 再活用 1,131 91

稲築社会福祉センター 用途廃止・解体 再活用 18,206 96

稲築母子健康センター・稲築住民センター 用途廃止・解体 再活用 4,618 91

稲築保険センター 維持・改修 10,253 118

山田ふれあいハウス 維持 10,597 92

稲築庁舎別館４(旧稲築町労働会館) 用途廃止・解体 再活用 － －

嘉穂林業振興センター 売却 － －

温
浴
施
設

稲築老人憩の家 用途廃止・解体 再活用 8,771 95

山田いこいの家「白雲荘」 用途廃止・解体 再活用 63,824 106

嘉穂老人福祉センター 維持・改修 24,601 93

ふるさと交流館なつきの湯 維持 124,582 107

校
舎

旧千手小学校校舎 解体 再活用 15 100

旧泉河内学校校舎 解体 再活用 － －

旧宮野小学校校舎 解体 再活用 65 100

公
共
施
設
見
直
し
計
画

サ
ル
ビ
ア
パ
ー
ク
プ
ー
ル
解
体
し
武
道
館
建
設

温
浴
施
設
「
白
雲
荘
」
は
用
途
廃
止
・
解
体

市
民
説
明
会
・
議
会
審
議
を
経
て
決
定

ス
ポ
ー
ツ
施
設
34
、
生
涯
学

習
施
設
（
ホ
ー
ル
等
）
４
、

旧
小
学
校
校
舎
３
、
民
生
施

設
９
、
そ
の
他
３
合
計
50
施

設
の
見
直
し
計
画
が
発
表
さ

れ
た
。

内
訳
は
、
用
途
廃
止
・
解

体
29
、
改
修
７
、
移
設
２
、

用
途
変
更
１
、
売
却
１
施
設
。

見
直
し
後
は
20
施
設
に
な

り
、
20
年
間
で
27
億
８
０
０

万
円
の
財
政
効
果
を
見
込
む
。

こ
の
見
直
し
計
画
は
、
確

定
事
項
で
は
な
く
、
場
合
に

よ
っ
て
は
市
民
説
明
会
や
議

会
審
議
を
経
て
決
定
す
る
。

（
全
て
財
政
課
提
出
資
料
）

公
共
施
設
等
適
正

化
基
本
方
針

QR
コ
ー
ド

見
直
し
に
よ
る

財
政
効
果

区 分
2018年～20年間の施設維持管理経費

財政効果
見直しなし 見直しあり

常にかかる管理経費 Ａ 42億4700万円 28億3900万円 14億 800万円

改修するための費用 Ｂ 27億3400万円 22億3900万円 4億9500万円

国から交付される金 Ｃ 3億 700万円 11億1200万円 8億 500万円

市の負担額 Ａ＋Ｂ-Ｃ 66億7400万円 39億6600万円 27億 800万円

20年間で27億 800万円の効果（年平均約1億3500万円）


